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医聖・華岡青洲の「医の心」をルーツにもつ
和歌山県立医科大学

医の英知を結集し、薬学部を開設

　和歌山県立医科大学は、昭和 20 年に和歌山県立医学専門学校として設立され、70 余年の歴史
の中で、優れた医療人の輩出、先端医学研究の展開、高度先進医療、さらには地域医療の実践を通
じてたゆまない発展を続けています。
　この度、本学では医療系総合大学への更なる充実を目指して医学部、保健看護学部に続く第 3
の学部として、和歌山県内に初めて薬学部を設置しました。近畿の公立大学における薬学部設置は
初めてとなります。
　医・薬・看の 3 学部体制を契機に、多職種連携教育を更に発展させるとともに、基礎及び臨床
の共同研究も充実させて国際水準を超えるオンリーワンの教育研究を推進します。また、県内唯一
の大学病院での参加型実習は豊かな医療環境を活かすことで高度で専門的な実務能力と、患者さん
に寄り添うケア・マインドを兼ね備えた医療人を育みます。
　地域医療を担う意欲・使命感をもった薬剤師、国際社会で活躍する研究者をめざす若者にとって、
薬学部伏虎キャンパスは君たちの夢を実現できる充実した教育研究環境となっています。ここ和歌
山の地から「地域で、世界で羽ばたく薬剤師をめざす情熱あふれる若者」を私達は待っています。
　新たな薬学部の一歩を君達とともに！

　和歌山県立医科大学では、医学部・保健看護学部に次ぐ 3 番目の学部として、令和 3 年 4 月、6 年
制の薬学部を開設しました。和歌山県ではもちろん近畿で唯一の公立大学薬学部の誕生となります。
　新たに誕生した薬学部では、医学部・保健看護学部を併せ持つ医療系総合大学ならではの特長を
最大限に活かした多職種連携教育を進めることで、高い実践能力を持ち、地域で活躍できる薬剤師
を養成します。また、卒業研究や英語教育にも力を入れ、研究能力を兼ね備えた国際的に活躍でき
るファーマシスト・サイエンティスト（薬剤師科学者）を養成します。
　和歌山城に近接している新キャンパスで薬剤師を目指す皆さんをお待ちしています。また、医学
部と附属病院がある紀三井寺キャンパスにも、3 学部の枠を越えた共同研究を行うための次世代医
療研究センターを設置し、更なる研究の活性化を目指します。
　和歌山県の薬剤師数はほぼ全国平均であるものの、県内での地域偏在が課題となっています。ま
た、高齢化が進む中、地域包括ケアシステムの担い手となる薬剤師の養成が急務です。
　こうした地域のニーズに応えつつ、学生の知的探究心・向上心にも応えうる質の高い教育プログ
ラムを用意して、皆さんとお会いできることを心待ちにしています。

華岡青洲…和歌山県（当時、紀州藩）出身の医者。江戸時代、全身麻酔薬の発明とそれを使った世界初の乳がん手術に成功し、人々の命を救うことに生涯を捧げた。

学長挨拶

学長　宮下和久

薬学部長挨拶

薬学部長　太田　茂

薬学部の教育理念
　医療人として豊かな人間性、高邁な倫理感を育み、薬学に関する先進的で高度な専門知識と技能を教授することによ
り、健康や福祉に関する社会の要請に呼応し、医療、衛生薬学、創薬などの幅広い分野において、研究面、臨床面で活
躍できる人材を育成する。

薬学部の教育目標
◦薬学に関する幅広い専門知識と医療人としての使命感・倫理観を有し、高い実践能力を養い、医療の現場で活躍でき

る人材を育成する。
◦医療現場での多職種協働に対応できる高い能力を備え、意欲的で協調性の高い人材を育成する。
◦薬学の専門家として医療、衛生薬学、創薬などの領域で高度で専門的な知識と研究マインドを持った人材を育成する。
◦科学的根拠に基づき判断・解決できる能力を有し、社会の要請に応じた活躍ができる人材を育成する。
◦地域の医療、健康福祉及び予防医学の向上に寄与できる人材を育成する。
◦国際的に薬学研究、臨床薬学において活躍できる人材を育成する。

華岡青洲画像（部分）（和歌山県立博物館蔵）
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養成する人材像

◦高い実践能力を有する薬剤師
◦地域で活躍できる薬剤師
◦国際的に活躍できるファーマシスト・サイエンティスト（薬剤師科学者）

3 つのポリシー（運営方針）

⑴科学的探究心と豊かな人間性・高邁な倫理観を希求する人
　薬学を志す人には、旺盛な科学的探究心とともに豊かな人間性、高い倫理観が必要です。豊かな感性と高邁な人間性

を常に求め、社会と深く関わり、高い倫理観を磨こうと努める人を求めます。
⑵薬学を修得するための幅広い能力を有する人
　薬学の修得には、自然科学のほか人文・社会科学に関する学問の修得も必要です。そのためには高等学校で学習する

全科目にわたって基礎的な学力を身につけていなければいけません。それに立脚し、自然・人間・社会に関する幅広
い理解と知識を獲得しようとする向学心と問題解決能力を持つ人を求めます。

⑶コミュニケーション能力と指導力を備えた協調性の高い人
　薬剤師には医療チームの一員として患者および家族と十分にコミュニケーションできる能力が必要です。医療人とし

て自己研鑽ができ、自己の理念を堅持するとともに協調性に優れ、指導力を発揮できる人を求めます。
⑷地域医療に関心があり、国際的視野を希求する人
　本学は県民の医療を支えるとともに、国際的にも活躍できる医療人を育成します。地域医療への奉仕に励むとともに

地球規模で医療を俯瞰し国際社会で活躍する医療人になることを目指す人を求めます。また薬のスペシャリストとし
て医療機関、製薬企業、研究・教育機関、行政機関など幅広い分野で活躍する意欲のある人を求めます。

アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）
〔入学して欲しい人物像〕

　和歌山県立医科大学薬学部は所定の単位数を習得し、以下の能力を獲得した者に学士（薬学）の学位を授与する。
⑴人の健康に携わる職業である薬剤師として、より高い倫理観、社会人としての良識を備えているもの
⑵総合的、専門的な薬学の知識とともに、薬剤師としての実践能力や研究を行うに足る技能を有しているもの
⑶単に知識、技能を獲得しているのみではなく、それらを統合的に活用でき、患者の社会的、心理的背景にも配慮する

ことができるもの
⑷国際的視野を有し、地域での医療に貢献できるもの

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）
〔学生が卒業までに身に付ける資質・能力〕

　和歌山県立医科大学薬学部は以下の教育を通じて社会に貢献できる医療人を育成する。
⑴社会人として必要な教養とともに、医療人として必要な倫理観、共感的態度、コミュニケーション能力、ケア・マイ

ンドが育成できるよう、早期体験や医療福祉施設での参加型による教育
⑵薬学に必要な自然科学、人文、社会科学及び外国語に関する教養を修得できる教育
⑶薬学教育モデル・コアカリキュラムに準拠した「基本事項」、「薬学と社会」、「薬学基礎」、「衛生薬学」、「医療薬学」、「薬

理・病態、薬物治療」、「薬学臨床」、「薬学研究」などの薬学の基盤となる領域から専門領域まで着実に身につけるこ
とができる教育

⑷実務実習において薬局、病院や在宅の場で参加型実習を行い、臨床実践能力が獲得できる教育
⑸地域実習及び国際交流を積極的に行い、広い視野を養い、地域社会及び国際社会で活躍できる資質を修得できる教育
⑹卒業研究を通して、研究能力や問題解決能力が獲得できる教育

　全ての開講科目について、それぞれの学習目標の到達度を適正に評価するための方法及び基準を定め、これをシラバ
スに明記して学生に周知し、学修成果を厳格かつ公正に評価する。

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針）
〔ディプロマ・ポリシーでの資質・能力を修得する教育カリキュラムの方針〕
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教育カリキュラムの特長

1. 医学部、保健看護学部との合同講義「ケア・マインド教育」や「薬学入門」「医療倫理」「臨床コミュ
ニケーション」等により医療人、薬剤師として必要な豊かな人間性・高い倫理観を養います。

2. 医療現場で活躍できる薬剤師になれるよう大学と直結した和歌山県の基幹病院である附属病院や地
域の中核病院、保険薬局を中心に参加体験型の「病院・薬局実習」を実施します。

3.「社会薬学」「地域医療薬学」等の講義を設けることにより、地域社会の中で、患者・生活者におけ
る健康の回復と維持に積極的に貢献できる薬剤師を養成します。

4. 国際的に活躍できる薬剤師として、基礎的な「教養英語」や実践的な「薬学英語」を通じて、4技能（読
む・聞く・話す・書く）を強化する英語教育を行います。

5. 学生全員は 3年次後期から卒業まで「特別実習」として研究室に所属します。研究室では科学的根
拠を有し、研究成果を国際的に発信できるファーマシスト・サイエンティスト（薬剤師科学者）を
養成します。

附属病院 保健看護学部

医学部

薬学部
入学定員　100 名
修業年限　6年
収容定員　600 名
授与学位　学士（薬学）

次世代医療研究センター

医療系総合大学の強みを活かし、
医・保健看護・病院・薬が融合した
国際水準の教育研究を実践

　次世代医療研究センターは薬学部の設置を機に医学部や附属病院と同じ
紀三井寺キャンパス内に建設されました。
　薬学部では、次世代医療研究センターを拠点に、医学部や保健看護学部、
附属病院だけでなく、産官学連携を通じて創薬・臨床研究の活性化を図ります。
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教育カリキュラム
　医療、保健、福祉等の社会的ニーズに貢献する薬剤師として必要な知識・技能・態度・問題
解決能力を修得できるカリキュラムを提供することで薬剤師に必要な基本的資質を修得します。

特色ある科目

合同

ケア・マインド教育（1年次）
医学部・保健看護学部との合同講義

医学部、保健看護学部の学生とともに高い使命感、倫理観を備えた医療人へ
　医療人を志すものとして、知識・技能の習得のみならず、病める人の視点で考えられる人間形成を目指します。講義では、
患者それぞれで疾患の受け取り方や接し方に違いがあること、また、患者の家族に対する支援の方法等、常に患者の視点
を通して医療人としての高い倫理観、良識を習得します。
　医学部や保健看護学部の学生とのグループワークにより、他職種間の相互理解を深め、チーム医療の一員として協調的
に職務を遂行できる薬剤師の養成を目指します。

地域医療薬学Ⅰ、Ⅱ（2年次）

地域の「かかりつけ薬剤師」として医療機関及び多職種連携のコーディネーターを目指す
　地域における疾病予防、健康維持増進、セルフメディケーションにおいて薬剤師が果たすべき役割や、セルフメディケー
ションに用いる要指導医薬品・一般用医薬品等に含まれる成分・作用・副作用について習得します。また、健康教室等で
の健康の保持・促進における意義について地域住民へ説明できる技能を習得します。
　高齢化社会の進展により地域包括ケアシステムの構築が急務となる中で、薬剤師の地域医療への貢献も今まで以上に求
められています。本科目は、薬剤師が地域医療の維持発展にどのような貢献ができるのか考える契機となります。
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特色ある科目

災害薬学（3年次）

緊急災害時の薬剤師はどうあるべきか、防災・減災への対応力を習得
　災害時に地域住民として、また薬剤師として自らを助け、他者を助けるため、災害時における薬剤師の活動を過去の事
例や実際に現場で対応した薬剤師の説明を通じて、来るべき災害に薬剤師として何が必要なのか、いざという時に的確に
動ける資質・能力を養います。
　また、被災時に自らの安全を確保し、地域住民の生命を守るために薬剤師として必要な実践的な訓練も実施する予定です。

病院・薬局実習（5年次）

高度先進医療を提供する附属病院を中心に、患者個々の症例や事例を体験
　薬局、病院において実務実習を原則 11 週ずつ行い、薬剤師の活動の基礎となる調剤技術、患者応対におけるコミュニケー
ションスキル及び態度を習得します。
　医療機関に勤務する薬剤師の役割や、患者の薬物療法に携わる薬剤師の社会的役割と責任への理解を深めます。医療に
従事する多職種の立場と考えを尊重し、連携の重要性を理解します。
　医療機関に勤務する薬剤師の活動・使命は、患者のみならず生活者に及んでいることを踏まえ、医薬品を扱う将来の薬
剤師として、薬の物質としての理解のみならず、患者の生命・生活への理解を深めるとともに技能を習得します。

がん・化学療法学（3年次）

薬剤師としての実務経験のある教員（実務家教員）が高度化するがんの病態及び薬物治療を解説
　日本人の主な死因である「がん」に対する薬剤師の果たすべき薬物治療を学びます。
　がんの発生メカニズムから病態、使用される腫瘍マーカー、抗がん薬、標準的化学療法及び関連する臨床検査値、副作
用を軽減する薬物療法の基礎知識を習得します。特に、標準的治療法に関してはがん患者の病態を考え、適切ながん治療
の知識を習得します。
　がん治療における最先端の知見も合わせて習得し、高度化するがんの薬物治療が実践できる薬剤師の養成を目指します。

病院・薬局薬学（6年次）

これまで培った知識・技能・態度の更なるレベルアップを目指し、
臨床面、研究面で活躍できる薬剤師へ

　5 年次で履修した病院・薬局実習を踏まえて実施します。病院や薬局の専門的な機能やその仕組み、それらにおける薬
剤師の実践的な役割に関する高度な知識を習得します。
　内容としては、病棟業務、チーム医療、臨床研究と治験、病院と薬局の連携、地域医療、在宅医療、海外における薬剤
師の活動等を学びます。
　病院・薬局で現在実践されている、あるいはこれから導入しようとしている最先端の取り組みを学ぶことによりこれか
らの薬剤師像を思い描き、学生の将来に向けての道標を立てるような科目にします。
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研究室
　学生は全員、3 年次後期から研究室に配属されます。研究室では、最新の薬学知識や専門英語、
研究技術を学ぶとともに自己の研究に励み、他学生との研鑽や教員による熱心な指導を通じて、
薬学研究者の心構えや問題発見能力及び問題解決能力を習得します。また、研究者への一歩と
なるべく、研究倫理に従い科学的根拠に基づいた国際水準の卒業論文を作成します。

物理・化学薬学部門 生命薬学部門 医療薬学部門 臨床・社会薬学部門 医療教育企画室

物質の化学的、物理的
性質や構造を知り、創
薬につなげる領域

生命現象を解明する
ことを基点に創薬や
臨床へつなげる領域

生体内での医薬品の
働きを理解する領域

患者の疾患に対し適正
かつ安全な薬物治療の
在り方を追究する領域

学生が実践的な能力を
習得できる教育手法の
開発を行う領域

薬品物理化学
薬品化学
生薬・天然物化学

病態解析学
生物化学
分子生物薬学
生体機能解析学
衛生薬学

病態生理学
薬品作用学
薬物治療学
薬剤学

病院薬学
社会・薬局薬学
医療薬剤学
医療情報薬学
医療開発薬学

医療教育企画室

教育研究環境
薬学部キャンパス（伏虎キャンパス）

伏虎キャンパス平面図

大講義室

研究室、実験室

研究室、実験室

研究室、実験室

研究室、実験室

研究室、実験室

研究室、実験室

実習室、研究室、実験室
実習室、共同実験室、
自習室、ラウンジ
OSCE対応実習室
（模擬薬局）

動物実験施設

事務室、会議室、保健室

接続ブリッジ

南棟

11F

10F

  9F

  8F

  7F

  6F

  5F

  4F

  3F

  2F

  1F
  B1F

北棟

図書室
体育館（アリーナ）

図書室 更衣室、トレーニング室、自習室

講義室

講義室、情報処理室

大講義室、食堂

ラーニングコモンズ

南
棟

接続
ブリッジ 北

棟

伏虎キャンパス断面図

　和歌山城を眺めることができる南棟は 11 階建てで、実験室や研究室、模擬薬局があります。
北棟は 5 階建てで講義室や体育館（アリーナ）があります。北棟と南棟を繋ぐガラス張りの接
続ブリッジには図書室、ラーニングコモンズを備えています。
　様々な勉強スタイルに応じた自習室だけでなく、憩いの場としてラウンジやリラックススペー
スも充実させ、学生生活に最適な教育環境を整えています。
　キャンパス外の施設として和歌山県植物公園緑花センター（岩出市）内に薬草園を設置して
います。ここでは、生薬に関する実習や研究を行います。

主な研究機器

・NMR（核磁気共鳴装置）
・TOF/MS（飛行時間型質量分析装置）
・フローサイトメーター　　・蛍光顕微鏡　  
・共焦点レーザー顕微鏡　　・リアルタイム PCR　　　 
・LC/MS/MS
　（液体クロマトグラフタンデム質量分析装置）
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卒業後の進路
　薬剤師として、医療現場に就職する道はもちろんですが、企業や行政、研究・教育機関等、
活躍する場所は他にも多岐にわたります。
　また、より高度な研究能力を修得するため、大学院へ進学する道も開かれます。

病院・保険薬局
ドラッグストア

薬剤師からのメッセージ

企業 製薬会社、医療機器会社、医薬品卸会社、化学会社、食品会社、化粧品会社
SMO（治験施設支援機関）、CRO（開発業務受託機関）

行政・独立行政法人
国家公務員（厚生労働省、特許庁等）
地方公務員（都道府県庁、政令指定都市、保健所等）
警察（科学捜査研究所）、医薬品医療機器総合機構（PMDA）

教育・研究機関 大学、官公庁研究機関、民間研究機関

【薬学部を卒業すれば取得可能な資格】

薬剤師国家試験受験資格
毒物劇物取扱責任者
食品衛生管理者

【薬剤師免許を有し、公務員試験に合格すれば取得可能な資格・業務】
麻薬取締官（国家公務員）・麻薬取締員（地方公務員）
薬事監視員
食品衛生監視員
環境衛生指導員（地方公務員）

【薬剤師であれば取得に特別な考慮（受験資格の付与、試験科目の免除等）が払われる資格・業務】
作業環境測定士
介護支援専門員（ケアマネジャー）
労働衛生コンサルタント

※資格の詳細については、各団体・機関のホームページ等でご確認ください。

【薬剤師であれば申請等で取得可能な資格・業務】
第一種衛生管理者
麻薬管理者
向精神薬取扱責任者
医薬品製造業の製造管理者
学校薬剤師

　私たち病院薬剤師はひとりひとりの患者さんに適切で安全
な医療を提供できるように、様々な職種の医療スタッフと連
携しながら、より良い薬物治療の推進に努めています。調剤、
製剤、抗がん剤の投与計画や副作用の管理、医薬品情報管理、
薬剤指導、治験管理など、業務の幅はどんどん広がっており、
各病棟や感染制御（ICT）、緩和ケア、褥瘡対策や栄養サポー
ト（NST）、災害派遣医療（DMAT）などに配置された薬剤師が、
医療チームの中で職能を発揮し、様々な分野で患者さんの治
療に深く関わっています。
　附属病院薬剤部では部内研修や学術発表、薬学実務実習生の受入れなど優れた専門知識と技
術を持った医療人の育成にも力を入れており、専門や認定資格を持った薬剤師が多数在籍して
います。
　病院薬剤師は薬を通じて医療に貢献したいと考えている皆さんにとって、大変魅力ある職業
だと思います。

和歌山県立医科大学附属病院薬剤部　秋月麻友子
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入学試験概要
　出願資格・入試日程・入試科目・出願方法等について、学生募集要項を必ずご確認ください。

※学校推薦型選抜は、第一段階選抜合格者の中から、大学入学共通テストの成績、学校長による推薦書、調査書、受験生が記
述した自己推薦書及び個人面接により、総合的に評価し合格者を決定します。

※一般選抜は大学入学共通テストの成績、個別学力検査の成績、個人面接の結果、調査書の内容及び自己推薦書を総合的に評
価して合格者を決定します。従って大学入学共通テスト及び個別学力検査等の総計が合格者最低得点を上回っていても不合
格となる場合があります。

選抜者区分 学校推薦型選抜 一般選抜（前期日程）

募集人員
県内枠15名程度、全国枠15名程度

（注）県内枠で合格者とならなかった場合、全
国枠として選抜の対象とします。

70 名
〔学校推薦型選抜入学者の数によって増減〕

主な出願資格

・高等学校を入学試験実施年度の前年度の 3
月に卒業した者及び高等学校を入学試験実
施年度の 3 月卒業見込みの者

・調査書の全体の評定平均値 4.0 以上の者
（注）推薦人員は高等学校 1 校につき 5 名以内
　　（県内枠 3 名以内、全国枠 2 名以内）

高等学校を卒業した者及び高等学校を入学試
験実施年度の 3 月卒業見込みの者

選
抜
方
法

第一段階選抜
（大学入学
共通テスト）

国語 『国語』 国語 『国語』

地理歴史
・

公民

「世界史 B」「日本史 B」「地理 B」
『倫理、政治・経済』から
1 科目選択

地理歴史
・

公民

「世界史 B」「日本史 B」「地理 B」
『倫理、政治・経済』から
1 科目選択

数学 『数学Ⅰ・数学 A』
『数学Ⅱ・数学 B』 数学

『数学Ⅰ・数学 A』の 1 科目と
『数学Ⅱ・数学 B』『簿記・会計』
『情報関係基礎』から 1 科目選択
の計 2 科目
※『簿記・会計』『情報関係基礎』

は高等学校等で履修した者のみ
選択可能

理科 「物理」「化学」「生物」から
2 科目選択 理科 「物理」「化学」「生物」から

2 科目選択

外国語 『英語』（リスニングテスト含む。） 外国語 『英語』（リスニングテスト含む。）

一定以上の学力水準を満たした者を選抜する
ため、大学入学共通テストの成績により、第
一段階選抜を行います。

志願者が募集人員（70 名）の約 3.3 倍を超え
た場合は、大学入学共通テストの成績により、
第一段階選抜を行います。

第二段階選抜
（個別学力
検査等）

「大学入学共通テスト」

「個人面接」

「学校長による推薦書」

「調査書」

「自己推薦書」

英語

「コミュニケーション英語Ⅰ」
「英語表現Ⅰ」
「コミュニケーション英語Ⅱ」
「英語表現Ⅱ」
「コミュニケーション英語Ⅲ」

数学 「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学Ⅲ」
「数学 A」「数学 B（数列・ベクトル）」

理科
「物理基礎・物理」「化学基礎・化学」
「生物基礎・生物」から
2 科目選択

「大学入学共通テスト」「個人面接」「調査書」
「自己推薦書」
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I　　　　　O
N　　　　　M
入 学 試 験
（学校推薦型選抜）
県内枠について

和歌山県の地域医療に貢献するため
県内で活躍する先導的薬剤師を養成します

　　　目的

　和歌山県では、全国平均に比べて薬剤師の高齢化が進んでいます。地域によっては薬剤師不足が生じており、地域
医療の担い手となる薬剤師の養成が急務となっています。

　本学では、先進医療を行う病院から地域の病院・薬局の業務まで、2年間にわたる横断的な研修を行うこと
により、国際的に通用する高度な薬学の専門知識を有し、かつ患者・生活者の立場に立って和歌山県内の医療に貢献
することができる先導的な薬剤師を養成します。

　　募集人員

15 名程度（学校推薦型選抜で募集）
　条件として、県内枠の出願時、卒業後 2 年間、和歌山県内の病院・薬局で研修を受講することに同意する旨の誓
約書を提出していただきます。

　　 対象者

◆和歌山県内の高等学校を入学試験実施年度の前年度の 3 月に卒業した者及び入学試験実施年度の 3 月卒業見込みの
者。または、和歌山県外の高等学校を入学試験実施年度の前年度の 3 月に卒業した者及び入学試験実施年度の 3 月
卒業見込みの者であって、出願時、当該卒業した者及び卒業見込みの者の扶養義務者（現に本人を扶養している者）
が引き続き 3 年以上和歌山県内に居住している者

◆調査書の全体の評定平均値 4.0 以上の者
◆薬学部卒業後、県内の病院・薬局で 2 年間研修し、薬剤師として地域医療に貢献したいという強い意欲を有する者
◆高等学校 1 校における推薦人員は 3 名以内

※詳細は学生募集要項で必ず確認してください。

キャリア形成プログラム

※プログラムについては今後変更になる可能性があります。
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学費・奨学金等
【入学金・授業料】

種別 入学金 授業料

金額
県内生　282,000 円
県外生　564,000 円

年額　535,800 円

（注 1） 県内生とは、「入学日現在における入学を許可された者の扶養義務者（現に本人を扶養している者）が、入学日以前 3 年
間引き続き和歌山県内に居住している者」をいいます。

（注 2） 県外生とは、上記（注 1）県内生に該当しない者をいいます。

【高等教育の修学支援新制度】
　世帯収入や資産、学修意欲等の要件を満たす学生に対して授業料等の減免と給付型奨学金を支給します。

収入基準
（住民税非課税世帯及び
それに準ずる世帯）
に基づく区分

入学金減免額 授業料減免額
（年額）

日本学生支援機構による給付型奨学金
（月額）

自宅通学者 自宅外通学者

第Ⅰ区分
282,000 円

（県内生全額免除）
（県外生半額免除）

535,800 円
（全額免除） 29,200 円（33,300 円） 66,700 円

第Ⅱ区分
188,000 円

（県内生3分の2免除）
（県外生3分の1免除）

357,200 円
（3分の2免除） 19,500 円（22,200 円） 44,500 円

第Ⅲ区分
94,000 円

（県内生3分の1免除）
（県外生6分の1免除）

178,600 円
（3分の1免除） 9,800 円（11,100 円） 22,300 円

※（　　）内は、生活保護世帯で自宅から通学する学生及び児童養護施設等から通学する学生への支援金額です。
※日本学生支援機構第一種奨学金（無利子）の貸与を併せて受ける場合は、第一種奨学金の貸与額が調整されます。
※詳細は日本学生支援機構ホームページで確認または大学窓口で相談してください。

【貸与型奨学金制度】
　学業・人物とも健康かつ優良で、経済的理由により修学が困難である学生に対して日本学生支援機構による貸与型
奨学金制度があります。

種類 区分 貸与額（月額）

第一種
奨学金（無利息）

自宅通学者 20,000 円、30,000 円、45,000 円のいずれか

自宅外通学者 20,000 円、30,000 円、40,000 円、51,000 円のいずれか

第二種
奨学金（利息付） 20,000 円から 10,000 円単位で上限 120,000 円までの金額

※詳細は日本学生支援機構ホームページで確認または大学窓口で相談してください。

【学生のための保険制度】
　学生生活を安心して過ごせるよう、学生生活全般における災害傷害保険及び薬学教育実務実習等における賠償責任
保険に入学時全員加入していただきます。

種類 保険料 保険期間

学生教育研究災害傷害保険 4,800 円
6 年間

学生教育研究賠償責任保険 2,040 円

※「傷害保険」は、正課、学校行事、学内での課外活動中及び通学中等に傷害を受けた場合に対象となります。
※「賠償責任保険」は、正課、学校行事及びその往復中で他人にケガを負わせたり、他人の財物を損壊させたことにより被る

法律上の損害賠償について補償されます。
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■JR・和歌山電鐵和歌山駅から和歌山バス約 5分「和歌山城前」下車、徒歩約 2分
■南海電鉄和歌山市駅から和歌山バス約 3分「公園前西」下車、徒歩約 1分
■南海電鉄和歌山市駅から徒歩約 12 分

このパンフレットに記載した内容は予定であり、変更する場合があります。

地域とともに世界に羽ばたく大学へ

薬学部薬学科（6年制）
School of Pharmaceutical Sciences

Division of Pharmacy

公立大学法人
和歌山県立医科大学
Wakayama Medical University

Access
Map

令和 4年 5月作成

伏虎キャンパス（薬学部）へのアクセス

学生募集要項の請求について（11月中旬から配布予定）

問 い 合 わ せ 先

ホームページ
https://www.wakayama-med.ac.jp/

公立大学法人 和歌山県立医科大学薬学部事務室
〒640-8156 和歌山県和歌山市七番丁 25 番 1
TEL.073-488-1843　FAX.073-488-1946
E-mail yakugaku@wakayama-med.ac.jp

右のQRコードから請求できます。または、住所・氏名・郵便番号を
明記し、390円分の切手を貼付した返信用封筒（角形2号、240㎜×
332㎜）を同封の上、封筒の表に「薬学部募集要項請求」と朱書き
して下記問い合わせ先へ郵送にて請求してください。

ふっこ

(医学部) (保健看護学部)

和歌山南
スマートIC

和歌山城前

公園前西

城北橋


